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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県土整備部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）
　
　
　　　　　　型枠工（省力化構造）施工歩掛の使用について（通知）
　
　
　このことについて、現在の歩掛使用基準を下記のとおり整理しました。取り扱いについ
て徹底をお願いします。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
１　適用範囲
　①　道路橋示方書（下部構造編：平成８年１２月）に基づき設計された橋梁下部工の工
　　　事（構造を精査し、型枠施工に関して省力化の構造となっていることを確認の上、
　　　使用すること。）
　②　「土木構造物設計マニュアル（案）－土工構造物・橋梁編－」に基づき設計された
　　　設計成果（ボックスカルバート、Ｌ型・逆Ｔ式擁壁、逆Ｔ式橋台、張り出し式・壁
　　　式橋脚）による工事
　③　「土木構造物設計マニュアル（案）－樋門編－」に基づき設計された設計成果（函
　　　渠、胸壁、しゃ水壁、門柱、ゲート操作台、翼壁）による工事
　
２　適用日
　・上記①については、平成１１年４月１日以降起工決裁の工事より適用する。
　・上記②については、「土木構造物設計マニュアル（案）－土工構造物・橋梁編－」に
　　基づき設計された設計成果による発注工事全てに適用する。
　・上記③については、「土木構造物設計マニュアル（案）－樋門編－」に基づき設計さ
　　れた設計成果による発注工事全てに適用する。
　
３　施工歩掛
　　　別紙のとおりとする。
　
　
別紙（１／２）
　
　　　　　　　　　　　　　「型枠工（省力化構造）」歩掛
　
１　適用範囲
  本資料は、「土木構造物設計マニュアル（案）－土工構造物・橋梁編－」（平成１１年１
１月建設省）及び「同  －樋門編」（平成１３年１２月国土交通省）に基づき設計された場
所打ち鉄筋構造物（ボックスカルバート、Ｌ型・逆Ｔ式擁壁、張り出し式・壁式橋脚、函
渠、胸壁、しゃ水壁、門柱、ゲート操作台、翼壁）のうち、平均設置高３０ｍ以下の型枠
工（円形型枠、化粧型枠を除く）に適用する。
　
２　施工概要

　
　



３　機種の選定
　仮設材の持ち上（下）げ機械は、次表を標準とする。
　

　 　

　
別紙（２／２）
　
４　施工歩掛
　４－１　型枠の製作・設置・撤去歩掛
　　型枠の製作・設置・撤去歩掛は、次表とする。
　

　


